
（様式１：企業 → 商工会議所 → 大学等） 

                                         【対面型】１ 

地元企業の魅力発見！北九州市「インターンシップ」事業 受入企業概要書・計画書 

企

業

概

要 

企 業 名 称 三友建設工業株式会社 

QR コード 

 

代 表 者 名 
（役職・氏名） 

代表取締役・松本 裕子 

企業（団体）の正式な代表者（例：代表取締役、理事長等）の役職・氏名を記入してくだい。 

本社所在地 
〒800-0224 

北九州市小倉南区東貫三丁目２１番１７号 

会社ＵＲＬ https://sanyu.pro/ 

従 業 員 数 ７名 

事 業 内 容 

北九州市内を中心に北九州市および福岡県発注の公共工事を元請として施工 

 

（業種：建設業    ） 

書
類
送
付
先
等 

送 付 先 

（上記と異なる場合のみ） 

〒 

 

担当部署名 業務部 

担 当 者 名 
（役職・氏名） 

代表取締役・松本 裕子 

電 話 番 号 093-472-3826 

メールアドレス sanyu@chive.ocn.ne.jp 

学

生

の

申

込

条

件

等

 

対 象 学 生 
大学院 大学 短大 専門 高専 

● ● ● ● ● 

希 望 学 部 
☑ 学部不問      □ 希望学部（                ） 

⇒理系学部生の受入れ  ☑ 可  □ 不可 

受入れに伴う 

選 考 

□ なし    ☑  あり  

ﾏｯﾁﾝｸﾞ後に 

 

 

☑ 書類選考あり(合否あり) 

□ 企業面談あり(合否なし) 

□ 企業面接あり(合否あり) 

外国人留学生 

□ 不可    ☑ 可  

日本語ﾚﾍﾞﾙ □ 挨拶程度 □ 日常会話ができる □ ☑ 

募 集 方 法 ☑ 他媒体なし □ 他媒体あり（媒体名：               ） 

その他条件 
服装は自由・私服 OK、作業着を貸与します。 

 

セールスポイント・ 

学生へのメッセージ 

北九州市で公共工事を担う建設会社です。点群計測用 3D スキャナー等の

「ICT 施工 3 種の神器」を揃え、安全で先進的な現場環境を完備。「業界のイメ

ージが湧かない」という方も大歓迎！最新技術の体験や現場見学を通し、もの

づくりの魅力を分かりやすくお伝えします。 

対面型 

日本語能力レベル  
N１認定 

日本語能力レベル  
N2 認定 



１【対面型】                                 

  

実 習 内 容 
 

１ 実習の条件等 

 内        容 

実 習 期 間 
2026 年１２月 １日～202７年 ３月３１日の間 

全 1 回（実施時期は相談に応じます・実働 5 日間） 

商工会議所経由の
受 入 人 数 

1〜2 名 

受 

入 

場 

所 

部署名・職種 工事係・施工管理 

所 在 地 等 
〒８００－０２２４ 

北九州市小倉南区東貫三丁目２１番１７号 

交 通 手 段 

◆最寄駅・最寄バス停からのアクセス 

下曽根駅また、朽網駅（駅まで送迎） 

 

受 

入 

条 

件 

１日の実習時間    ９時００分 ～ １６時００分（うち休憩 ６０分） 

期間中の休日 □ なし   ☑ あり（土曜日、日曜日             ） 

日給・時給の支給 ☑ なし   □ あり（日給…     円 ／ 時給…    円/時） 

交通費等の支給 □ なし   ☑ あり（実費全額支給              ） 

 

２ 実習プログラム 

日程 内      容 テ ー マ 

初 
日 

担当者からオリエンテーションと会社説明（1〜2 時間）。

午後は安全教育と業界解説資料の読込・理解。 

企業の役割と安全管理・意識の理解 

２
～
４
日
目 

2 日目： 若手社員が ICT 機器（3D スキャナー等）の簡

単な操作手順をレクチャー（1 時間）。その後、

学生自身に社内や敷地内で計測体験を行わせる。 

3 日目： 担当者または若手社員の移動や現場巡回に同行

（半日現場見学、半日日報作成・振り返り）。 

4 日目： 若手社員とのランチ＋座談会（1 時間程度）。午

後は成果発表に向けたスライド・メモ作成（自習

メイン）。 

最新技術（ICT 施工）の利便性と魅

力を体験 

 

実際の施工現場の雰囲気とものづ

くりの実感 

働く社員のリアルな声の理解と意

見の言語化 

最 

終 

日 

学生による感想・学びの発表（15〜30 分程度）と、担当

者および若手社員から簡単な感想（フィードバック）。 

発表を通じて学んだことを振り返

る 

自分の良い点・改善すべき点を把握

して今後に活かしていく 

※実習内容は予定です。変更の可能性もありますのでご了承ください。 


